
（5）
２２・７・２５

い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
調
布
保
谷

線
環
境
施
設
帯
検
討
協
議
会
に

つ
い
て

147
人
、
157
人
、
121
人
、
134
人
、

192
人
と
推
移
し
て
き
た
。
本
年

４
月
１
日
現
在
で
243
人
と
な
り

３
年
連
続
で
増
加
し
て
い
る
。

議
員　
こ
の
問
題
は
迅
速
さ
が

問
わ
れ
る
。
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
待
機
児
童
対
策
は
何
か
。

市
長　
現
実
的
な
方
法
と
し
て

は
、
民
設
民
営
認
可
保
育
所
や

認
証
保
育
所
の
開
設
誘
導
、
特

に
社
会
福
祉
法
人
の
参
入
に
つ

い
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画（
後
期
計
画
）に
お
け
る
今

後
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
目
標
の
設

定
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
市
民
意
向
調
査
で
得
ら

れ
た
母
親
の
就
労
へ
の
潜
在
的

議
員　
小
・
中
一
貫
教
育
が
実

施
さ
れ
た
後
、
中
学
校
校
長
の

在
任
期
間
が
１
年
な
い
し
は
２

年
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ

の
理
由
は
何
だ
と
考
え
る
か
。

教
育
部
長　
個
人
的
な
事
情
が

あ
る
。
以
前
か
ら
短
期
間
の
異

動
は
あ
り
、
小
・
中
一
貫
教
育

の
実
施
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

議
員　
小
中
学
校
の
教
員
は
、

小
・
中
一
貫
教
育
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
学
校
教
員
間
で
学

習
内
容
等
の
意
見
交
換
が
で
き

見
通
し
を
持
っ
た
指
導
が
で
き

る
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。

議
員　
学
童
保
育
所
を
今
年
度

か
ら
市
長
部
局
が
所
管
す
る
こ

と
に
よ
る
課
題
と
は
何
か
。

市
長　
学
校
の
協
力
等
が
不
可

欠
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
連

携
し
、
事
業
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
学
童
保
育
所
に
お
け
る

障
が
い
児
保
育
を
今
後
ど
の
よ

技
能
資
格
取
得
の
た
め
の
訓
練

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
の

整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

市
長　
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
に
精

密
測
定
機
械
室
や
産
業
技
術
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
て
お
り

事
業
者
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
市
は
企
業
誘
致
に
関
す

る
条
例
を
検
討
し
て
い
る
が
、

誘
致
企
業
だ
け
で
な
く
既
存
企

業
へ
の
振
興
策
等
も
重
要
だ
。

市
長　
産
業
振
興
に
は
誘
致
企

業
と
既
存
企
業
の
連
携
協
力
が

不
可
欠
だ
。
一
層
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
支
援
し
た
い
。

議
員　
住
宅
と
工
場
の
混
在
地

域
で
の
工
場
の
建
て
替
え
等
へ

の
支
援
が
産
業
振
興
計
画
２
０

１
０
で
示
さ
れ
て
か
ら
５
年
が

経
つ
。
具
体
的
対
策
を
伺
う
。

市
長　
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
等

に
よ
る
工
場
の
建
て
替
え
や
移

転
の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員　
工
場
で
使
う
機
械
の
リ

ー
ス
代
や
家
賃
が
高
額
で
払
え

な
い
事
業
者
も
い
る
。
リ
ー
ス

代
等
の
補
助
制
度
が
必
要
だ
。

市
長　
国
の
対
応
を
見
守
り
な

が
ら
、対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
町
工
場
に
は
地
域
経
済

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
、
雇

用
や
技
術
を
確
保
す
る
大
き
な

役
割
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

市
内
町
工
場
数
は
減
少
し
て
い

る
。
中
小
企
業
を
守
る
下
請
代

金
支
払
遅
延
等
防
止
法
等
の
適

用
状
況
を
把
握
す
べ
く
、
町
工

場
の
仕
事
内
容
等
、
現
場
の
実

態
調
査
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

市
長　
三
鷹
市
産
業
振
興
計
画

２
０
１
０
の
改
定
に
当
た
り
、

中
小
企
業
へ
の
支
援
策
を
考
え

て
い
く
中
で
、
実
態
調
査
等
の

必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
町
工
場
が
国
・
都
の
制

度
活
用
に
つ
い
て
相
談
で
き
、

議
員　
厚
生
労
働
省
は
、
昨
年

10
月
１
日
時
点
の
保
育
所
待
機

児
童
数
が
４
万
６
千
58
人
、
前

年
同
月
よ
り
５
千
874
人
増
加
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本

市
で
も
待
機
児
童
は
増
加
傾
向

だ
が
、
過
去
５
年
間
の
待
機
児

童
数
の
推
移
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　
待
機
児
童
数
は
平
成
17

年
か
ら
21
年
ま
で
の
５
年
間
に

な
ニ
ー
ズ
を
視
野
に
、
今
後
５

年
間
に
定
員
を
約
500
人
拡
充
す

る
努
力
目
標
を
設
定
し
た
。

議
員　
保
育
所
の
待
機
児
童
解

消
の
た
め
に
、
国
・
都
へ
の
働

き
か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　
厚
労
省
の
社
会
保
障
審

議
会
少
子
化
対
策
特
別
部
会
に

お
い
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
国

に
現
場
の
声
を
届
け
て
い
る
。

議
員　
国
有
地
・
市
有
地
の
活

用
に
よ
る
認
可
保
育
所
の
建
設

を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

子
ど
も
政
策
部
長　
公
有
地
を

利
活
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
を
進
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
平
和
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
。

市
長　
受
け
入
れ
体
制
の
拡
充

等
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
学
童
保
育
所
等
が
参
加

し
て
い
る
地
域
子
ど
も
ク
ラ
ブ

事
業
の
校
庭
開
放
中
に
校
庭
で

事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
責

任
の
所
在
は
ど
こ
に
な
る
か
。

子
ど
も
政
策
部
長　
市
の
責
任

に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

議
員　
４
月
１
日
か
ら
入
学
ま

で
の
間
の
早
朝
に
行
う
学
童
保

育
で
は
、
開
所
時
間
を
早
め
て

ほ
し
い
と
の
保
護
者
の
要
望
を

聞
く
。
現
状
の
認
識
を
伺
う
。

子
ど
も
政
策
部
長　
都
が
新
た

に
行
う
「
都
型
学
童
ク
ラ
ブ
」

の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
い
。

議
員　
南
浦
小
学
校
の
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
紛
失
を
受
け
、

今
後
ど
う
改
善
を
図
る
の
か
。

教
育
部
長　
電
子
媒
体
の
取
り

扱
い
ル
ー
ル
の
徹
底
や
運
用
の

指
導
、研
修
等
を
実
施
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
市
庁

議
員　
男
女
平
等
行
動
計
画
に

つ
い
て
、
①
達
成
状
況
を
踏
ま

え
た
総
合
的
な
評
価
を
伺
う
②

そ
の
評
価
・
検
証
の
プ
ロ
セ
ス

で
ど
の
よ
う
に
市
民
参
加
と
協

働
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　
①
今
年
度
、
達
成
状
況

の
検
証
と
課
題
の
抽
出
を
行
う

予
定
だ
②
今
回
も
協
働
に
よ
る

評
価
・
検
証
に
取
り
組
み
、新
た

な
計
画
策
定
に
向
け
て
市
民
団

体
に
提
言
を
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　
同
行
動
計
画
に
は
、
市

の
率
先
行
動
と
し
て
市
管
理
職

に
女
性
職
員
の
積
極
的
登
用
を

挙
げ
て
い
る
が
、
目
標
を
達
成

し
て
い
な
い
。
職
場
環
境
の
整

備
が
必
要
だ
。解
決
策
を
伺
う
。

議
員　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

は
民
間
レ
ベ
ル
の
破
綻
だ
っ
た

が
、
今
回
の
ギ
リ
シ
ャ
危
機
は

三
鷹
市
女
性
交
流
室
（
三
鷹
市

中
央
通
り
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
）

舎
の
総
合
管
理
に
つ
い
て

市
長　
職
員
課
と
の
連
携
の
中

で
、
女
性
管
理
職
の
比
率
向
上

が
早
晩
見
ら
れ
る
と
考
え
る
。

議
員　
女
性
施
策
の
推
進
拠
点

と
な
る
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
、
市
民
団
体
の
思
い

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

第
一
副
市
長　
女
性
交
流
室
の

利
用
率
向
上
が
あ
っ
て
初
め
て

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る
も
の

と
考
え
る
。
現
状
で
の
さ
ら
な

る
努
力
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
全

体
の
推
移
を
見
て
い
き
た
い
。

議
員　
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

学
は
都
を
通
じ
て
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
学
校
支
援

地
域
本
部
事
業
を
受
託
し
て
い

る
。そ
の
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
保
護
者
や
地
域
住

民
が
学
校
運
営
に
参
画
し
、
学

校
教
育
を
支
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
学
校
づ
く

り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
事
業

と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
る
。

議
員　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
委
員
会
の
活
動
を
支
え
る

予
算
措
置
は
検
討
し
た
の
か
。

教
育
長　
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
の
予
算
を
運
営
費
に
活
用

で
き
る
よ
う
国
に
要
請
し
た
。

国
家
の
信
用
リ
ス
ク
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
各
国
の
財
政
出

動
は
麻
酔
を
打
っ
て
い
る
に
過

ぎ
ず
、麻
酔
は
い
ず
れ
消
え
る
。

や
は
り
本
格
的
に
荒
い
治
療
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
界

中
が
今
ま
で
拡
大
し
て
き
た
も

の
を
縮
小
す
る
と
い
う
、
全
く

逆
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
迫
ら
れ
て

お
り
、
日
本
も
巻
き
込
ま
れ
る

の
は
時
間
の
問
題
と
見
て
い

る
。
２
０
１
１
年
後
半
ま
で
円

高
不
況
が
続
く
も
の
の
、
そ
の

後
は
悪
い
円
安
に
悩
ま
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
。
財
政
破
綻
を
目
前
に
し
た

我
が
国
で
は
、
真
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
と
は
何
か

を
考
え
る
時
期
に
入
っ
て
い

る
。
事
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅

い
。
事
が
起
き
る
前
に
、
真
に

問
わ
れ
る
官
の
役
割
を
見
つ
め

直
し
た
上
で
、
三
鷹
市
の
全
事

業
に
つ
い
て
、
三
鷹
市
な
ら
で

は
の
軸
を
は
っ
き
り
と
定
め
た

議
員　
現
在
の
国
際
情
勢
を
考

え
た
と
き
、
永
住
外
国
人
に
対

す
る
参
政
権
は
到
底
賛
成
で
き

な
い
。
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　
国
政
で
も
与
野
党
を
問

わ
ず
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
お
り

さ
ら
な
る
議
論
の
場
と
時
間
が

必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　
名
字
と
は
家
族
と
し
て

の
共
同
体
の
あ
か
し
で
あ
る
。

夫
婦
別
姓
は
先
祖
や
子
孫
も
含

め
た
家
族
の
き
ず
な
を
弱
め
る

も
の
だ
。
夫
婦
別
姓
が
認
め
ら

れ
れ
ば
、
個
人
主
義
の
社
会
へ

と
向
か
い
、
家
族
の
関
係
、
地

域
活
動
に
も
多
く
の
問
題
を
引

き
起
こ
す
。
持
続
可
能
な
社
会

を
崩
壊
さ
せ
る
夫
婦
別
姓
に
断

固
反
対
す
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
今
後
、
幅
広
く
国
民
の

議
論
を
前
提
に
進
め
て
い
く
べ

き
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
今
の
日
本
は
誤
っ
た
個

人
主
義
に
移
行
し
過
ぎ
て
い

る
。
家
族
や
地
域
社
会
が
壊
さ

れ
、
そ
れ
を
原
因
と
す
る
無
責

任
な
行
動
に
よ
る
事
件
等
が
多

発
し
て
い
る
。解
決
策
と
し
て
、

教
育
勅
語
に
あ
る
12
の
徳
目

「
孝
行
、友
愛
、夫
婦
の
和
、朋
友

の
信
、謙
遜
、博
愛
、修
学
習
業
、

智
能
啓
発
、徳
器
成
就
、公
益
世

務
、
遵
法
、
義
勇
」
を
学
ぶ
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
12
の
徳
目

は
今
の
日
本
に
欠
け
て
し
ま
っ

た
道
徳
ば
か
り
だ
。
こ
れ
に
準

ず
る
内
容
は
市
内
の
児
童
・
生

徒
に
教
育
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
学
習
指
導
要
領
で
定

め
ら
れ
た
道
徳
の
指
導
内
容
に

本
格
的
な
事
業
仕
分
け
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。所
見
を
伺
う
。

市
長　
行
政
や
政
府
の
本
来
的

な
役
割
と
は
、
補
完
性
の
原
理

に
基
づ
き
、
個
人
や
家
族
、
あ

る
い
は
住
民
自
治
組
織
な
ど
が

で
き
な
い
こ
と
を
行
う
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。三
鷹
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
、
常
な
る
事
業
仕

分
け
的
な
精
査
を
し
て
き
た
。

平
成
22
年
度
予
算
は
、
今
ま
で

以
上
に
歳
出
の
無
駄
を
徹
底
的

に
廃
し
、予
算
編
成
を
進
め
た
。

三
鷹
市
で
は
、
歴
代
市
長
が
常

に
危
機
意
識
を
持
っ
て
財
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。も
し
、

日
本
が
財
政
破
綻
す
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、国
際
社
会
、

地
球
全
体
が
存
亡
の
危
機
に
瀕

す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
危
機
を
あ

お
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
し

た
論
調
に
は
く
み
し
な
い
。

日
本
共
産
党
　
岩
田
　
康
男
　
議
員

三
鷹
市
の
産
業
振
興
を
担
う

町
工
場
に
具
体
的
支
援
を

日
本
共
産
党
　
大
城
　
美
幸
　
議
員

保
育
所
の
待
機
児
童
問
題

深
刻
な
状
況
を
打
開
せ
よ

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

小
・
中
一
貫
教
育
校
と

学
童
保
育
事
業
の
課
題
は
何
か

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
野
村
　
羊
子
　
議
員

人
が
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

評
価
・
検
証
の
あ
り
方
を
問
う

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

日
本
国
財
政
破
綻
の
前
に

本
格
的
な
事
業
仕
分
け
を

政
新
ク
ラ
ブ
　
伊
東
　
光
則
　
議
員

家
族
・
地
域
を
守
る
た
め
に

今
、
議
論
す
べ
き
課
題
を
問
う

（
６
面
へ
続
く
）

精
密
測
定
機
械
室
（
三
鷹
産
業

プ
ラ
ザ
）


